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多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は

　
　
晩
秋
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
暑
か
っ
た
夏
の
後
に
秋
が
瞬
く

間
に
過
ぎ
、
す
で
に
木
枯
ら
し
の
吹
く
冬

も
間
近
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
後

期
授
業
に
専
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
十
月
三
十
一

日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
白
門
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
総
来
場
者
数
は
五
万
人
を
超

え
る
関
東
最
大
級
の
学
園
祭
で
今
年
で
第

五
十
二
回
を
迎
え
ま
し
た
。

最
終
講
義
等
の
お
知
ら
せ

　

中
央
大
学
経
済
学
部
に
お
い
て
、
長
年

に
わ
た
り
教
育
・
研
究
に
貢
献
さ
れ
た
中

條
誠
一
先
生
、
鷲
谷
徹
先
生
、
長
谷
川
聰

哲
先
生
、
福
田
川
洋
二
先
生
が
二
〇
一
九

年
三
月
末
日
を
も
っ
て
定
年
を
迎
え
ら

れ
、
ご
退
職
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
最
終
講

義
等
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

中
條
　
誠
一
　
教
授

《
最
終
講
義
》 

日
時
： 

二
〇
一
九
年
一
月
二
十
一
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

十
五
時
～
十
六
時
三
十
分

場
所
： 

中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

 　
　
　
　
　
　

八
号
館
八
二
〇
六
号
室

テ
ー
マ
：「
国
際
金
融
の
現
場
か
ら
学
ん

だ
こ
と
、
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
」 

《
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
》 

日
時
： 

二
〇
一
九
年
一
月
二
十
一
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
時
～
十
九
時

場
所
： 

中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス　
　

　
　
　
　
　
　
　

一
号
館
一
四
一
〇
号
室

会
費
： 

五
千
円
（
た
だ
し
、
学
生
・
院
生

は
千
円
）

鷲
谷
　
徹
　
教
授

《
最
終
講
義
》

日
時
： 

二
〇
一
九
年
一
月
二
十
四
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

十
一
時
～
十
二
時
三
十
分

場
所
：
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　

八
号
館
八
三
〇
一
号
室

テ
ー
マ
：「
社
会
政
策
の
現
代
的
課
題
～

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
目
指
し
て
」

《
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
》

日
時
： 

二
〇
一
九
年
一
月
二
十
四
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
三
時
～
十
五
時

場
所
：
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　

一
号
館
一
四
〇
八
号
室

長
谷
川
　
聰
哲
　
教
授

《
最
終
講
義
》

日
時
： 

二
〇
一
九
年
一
月
二
十
五
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

十
五
時
～
十
六
時
三
十
分

場
所
：
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　

 

八
号
館
八
三
〇
六
号
室

テ
ー
マ
：「
経
済
貿
易
と
関
税
の
経
済
学
」 

《
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
》

日
時
： 
二
〇
一
九
年
一
月
二
十
五
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
時
～
十
九
時

場
所
： 

中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス　
　

　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ル
ト
ッ
プ
二
階
西
側

会
費
： 

五
千
円
（
た
だ
し
、
学
生
・
院
生

は
千
円
）

山
本
幹
雄
さ
ん
を
偲
ぶ
会

　

長
年
に
渡
り
、
白
門
経
友
会
に
貢
献
さ

れ
た
山
本
幹
雄
さ
ん
が
去
る
十
月
六
日
に

八
一
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
十
二
月
七

日
に
多
摩
セ
ン
タ
ー
に
て
忍
ぶ
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
一
九
三
七
年
大
分
県
に
生

ま
れ
、
家
族
で
中
国
へ
移
住
し
、
終
戦
の

年
に
松
山
へ
帰
り
、
一
九
六
〇
年
に
本
学

部
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
、
㈱
協

和
の
社
長
と
し
て
活
躍
し
上
海
、
蘇
州
と

東
京
を
行
き
来
さ
れ
三
十
年
間
に
わ
た
り

ピ
ア
ノ
を
中
国
に
寄
付
さ
れ
日
中
交
流
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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中
央
大
学
高
校
に
お
い
て
「
遠
隔

授
業
」
科
目
等
履
修
制
度
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
よ
り
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
る
経
済
学
部
の
講
義
《
後
期
：「
経

済
学
入
門
」（
武
田
勝
准
教
授
）》
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
、
本
校
教
室
に
て
受

講
で
き
る
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
十
四

週
が
講
義
、
試
験
と
課
題
レ
ポ
ー
ト
に

よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
点
に
お
い
て
は
、
高

校
生
だ
か
ら
と
い
う
手
加
減
は
あ
り
ま
せ

ん
。一
定
の
評
価
基
準
に
達
し
た
者
に
は
、

経
済
学
部
に
進
学
し
た
際
に
単
位
が
認
定

さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
、三
年
二
十
三
名
、

二
年
四
名
の
計
二
十
七
名
が
受
講
し
て
い

ま
す
。

　

講
義
は
、
武
田
先
生
の
レ
ジ
ュ
メ
が
配

布
さ
れ
、
講
義
中
は
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
と

同
じ
画
面
を
見
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
経
済
学
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、
最
近
で
は
昭
和
か
ら
平
成

ま
で
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
変
動
の
理
由
に
つ
い
て
、

経
済
学
的
観
点
で
考
察
す
る
と
い
う
授
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
武

田
先
生
も
遠
慮
さ
れ
た
せ
い
か
、
主
に
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
生
に
質
問
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
は
、
高
校
生
に
も
よ

く
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
す
。
突
然
指
名

さ
れ
る
の
で
高
校
生
も
油
断
が
で
き
ま
せ

ん
。
武
田
先
生
の
明
る
い
人
柄
と
、
と
き

ど
き
垣
間
見
え
る
学
問
へ
の
厳
し
さ
が
入

り
混
じ
っ
て
、
生
徒
達
に
と
っ
て
は
ま
さ

に
大
学
へ
の
「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
と
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
は
、
よ
り
高
度
な
会
議
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
経
済
学
部
に
お
い
て
は
、
本
校
は

じ
め
他
の
附
属
高
校
と
の
様
々
な
高
大
連

携
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
よ
り
一
層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま

す
。（
本
記
事
は
、
中
央
大
学
高
校
・
梅

原
弘
文
先
生
、
仲
森
友
秀
先
生
か
ら
投
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
）

経
済
学
部
の
特
色
の
あ
る
活
動

　

前
述
の
高
大
連
携
事
業
と
し
て
の
中
央

大
学
高
校
と
の
遠
隔
授
業
な
ど
の
他
、
最

近
の
特
色
の
あ
る
学
部
活
動
に
つ
い
て
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
》

　

経
済
学
部
で
は
、
自
分
の
興
味
の
あ
る

一
つ
の
テ
ー
マ
を
二
年
次
か
ら
四
年
次
ま

で
三
年
か
け
て
じ
っ
く
り
研
究
し
、
本
質

に
迫
る
ゼ
ミ
活
動
へ
の
参
加
を
奨
励
し
て

い
ま
す
。
ゼ
ミ
に
よ
っ
て
は
海
外
で
実
地

調
査
を
行
い
英
語
で
論
文
を
書
い
た
り
、

地
方
自
治
体
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
学

生
か
ら
政
策
提
言
し
た
り
と
、
特
徴
的
な

活
動
を
し
て
い
る
ゼ
ミ
も
あ
り
ま
す
。
ゼ

ミ
は
所
属
す
る
学
科
に
か
か
わ
ら
ず
、
全

十
六
の
分
野
、
約
六
十
テ
ー
マ
か
ら
興
味

の
あ
る
も
の
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
ゼ
ミ
の
全
体
的
な
活
性
化
の
た

め
に
経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
会
が
あ

り
ま
す
。
当
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
会
は
、
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
同
士
の
交
流
機
会
を
創
出
し
、

研
究
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
て
い
る

学
生
主
体
の
団
体
で
す
。
例
年
十
月
に
、

「
経
済
学
部
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」

と
い
う
ゼ
ミ
対
抗
の
研
究
発
表
大
会
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

《
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
》

　

経
済
学
部
で
は
、
地
球
規
模
で
活
躍
で

き
る
人
材
の
養
成
の
た
め
、
充
実
し
た
独

自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

一
．
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

　

授
業
を
通
し
て
国
際
的
感
覚
や
知
識
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
語
学
力
を
身
に
つ
け

る
と
と
も
に
、
実
際
に
海
外
の
企
業
で
の

研
修
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的

な
視
野
を
持
ち
、
働
き
の
場
を
世
界
に
拡

げ
て
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

二
．
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ 

　

世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
様
々
な
経
済
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
現
場
で
考
え
、

現
場
で
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
が

求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
経
済
学
部
の
多
く

の
ゼ
ミ
が
、
活
動
の
一
環
と
し
て
海
外
へ

実
地
調
査
に
行
き
、
研
究
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

三
．
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
で
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
資
質
を
備
え
ら
れ
る
学

生
の
養
成
を
め
ざ
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
ゼ
ミ
を
基
盤
と
し
、
世
界
の
各
地
域

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、

学
生
自
身
が
調
査
、
分
析
、
改
善
の
た
め

の
提
案
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
行

い
ま
す
。

《
キ
ャ
リ
ア
教
育
》

　

経
済
学
部
で
は
、
自
立
し
た
社
会
人
・

職
業
人
と
し
て
の
自
己
実
現
を
目
指
し
、

自
ら
の
将
来
設
計
に
つ
い
て
考
え
る
た
め

の
手
助
け
と
な
る
「
キ
ャ
リ
ア
科
目
」
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

一
．
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
講
座 

　

一
年
生
を
対
象
と
し
た
企
業
と
の
産
学

連
携
に
よ
る
次
世
代
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
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入
学
直
後
の
早
い
段
階
か
ら
、
民
間
企
業

の
取
り
組
み
を
実
体
験
し
、
学
生
が
み
ず

か
ら
主
体
性
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
社

会
で
必
要
な
ス
キ
ル
を
認
識
し
、
以
降
の

学
生
生
活
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

【
協
力
企
業
】

　

日
本
航
空
株
式
会
社
、
株
式
会
社
セ
ブ

ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
株
式
会
社

日
本
ア
ク
セ
ス
、
株
式
会
社
永
谷
園
、
株

式
会
社
東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
株
式
会

社
ニ
チ
レ
イ
ロ
ジ
グ
ル
ー
プ
、
株
式
会
社

ミ
ラ
イ
ト
、
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

二
．
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
「
学
生
が

み
ず
か
ら
専
攻
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に

関
連
し
た
就
業
体
験
を
行
う
」
制
度
で

す
。
経
済
学
部
で
は
、
こ
の
制
度
の
有
効

性
に
着
目
し
、
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
て

一
九
九
三
年
度
に
正
規
の
授
業
科
目
と
し

て
導
入
し
ま
し
た
。
以
来
二
十
年
以
上
に

及
ぶ
実
績
と
成
果
か
ら
、
受
入
先
の
自
治

体
や
企
業
の
数
も
年
々
増
加
し
、
自
分
の

興
味
や
将
来
の
希
望
に
沿
っ
て
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
前
・
事
後

学
習
は
、
専
門
の
実
務
家
が
担
当
し
、
専

門
分
野
の
講
義
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
、

日
常
的
な
マ
ナ
ー
ま
で
手
厚
い
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
大
き
な
魅
力
で

す
。

【
受
入
先
機
関
・
企
業
】

自
治
体

　

国
立
市
役
所
、
稲
城
市
役
所
、
八
王
子

市
役
所
、
所
沢
市
役
所
、
小
平
市
役
所
、

多
摩
市
役
所
、
府
中
市
役
所
、
調
布
市
役

所
、
立
川
市
役
所
、
三
鷹
市
役
所
、
小
金

井
市
役
所
、
板
橋
区
役
所
、
杉
並
区
役

所
、
中
野
区
役
所
、
江
東
区
役
所
、
東
京

二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
、
特
別
区

人
事
・
厚
生
事
務
組
合
、
東
京
都
政
研
究

コ
ー
ス
（
関
連
施
設
に
て
見
学
調
査
）

民
間
企
業

　

日
立
製
作
所
、
協
和
エ
ク
シ
オ
、
東
京

書
籍
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、
内
田
洋

行
、
日
本
デ
ー
タ
リ
ン
ク
、
野
村
證
券
、

S
C
C
、
V
T
V
ジ
ャ
パ
ン 

ほ
か

金
融

　

H
C
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
住

友
生
命
、
セ
コ
ム
損
害
保
険 

ほ
か 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

読
売
新
聞
社
、
東
京
新
聞
社
、
朝
日
新

聞
社
、
毎
日
新
聞
社
、
日
本
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン 

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

海
外
の
現
地
企
業
及
び
日
系
企
業
（
ア

メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ベ
ト
ナ
ム　

ほ
か
）、海
外
の
白
門
会
「
中

央
大
学
O
B
会
」（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）、

今
後
は
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
予
定　

＊
下
表
参
照
→

国名 日数 受入人数 実習内容

アメリカ
（ロサンゼルス） 2 週間 6 名

・ロサンゼルスエリアの様々な企業（日系、現地企業）を訪問し、インタビュー形式で
対話することにより、海外で働くことや自らのキャリアについて考え、視野を広げるた
めの企業訪問プログラム。

（訪問先）FEDEX, ｳｫﾙﾄﾃﾞｨｽﾞﾆｰ社 ,Manufactures Bank, 井村屋 , ｽｽﾞｷ自動車 , ｼｪﾗﾄﾝﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ ,
会計事務所 ,JETRO 等

イギリス
（ロンドン近郊） 7 日間 4 名

・企業向けの研修プログラム等を提供する企業での実習。少人数のアットホームな現地
企業である。

（実習内容）デスクワーク、会議同席、営業同行、企業に対するプレゼンテーションほか

アメリカ
（サンフランシスコ） 2 週間 2 ～ 3 名

・現地在住の日本人向けの情報誌（フリーペーパー）や情報番組を制作する会社での実習。
（実習内容）営業同行、取材、イベント企画、現地企業訪問・インタビュー、現地大学訪
問ほか

オーストラリア
（シドニー ほか）

3 週間
～

4 週間
10 名

・語学力、希望に合わせて実習先が決定。原則、１機関につき１名の受け入れ。
（実習先）現地／日系企業でのオフィスワーク、ショップ（カフェ・土産屋等）での接客、
高校の日本語教育のアシスタント、幼稚園での保育サポート ほか

ベトナム
（ホーチミン）
*2018 年度新規派遣先

4 週間 10 名
・使用言語は、日本語（企業により英語・ベトナム語）
（実習先）現地／日系企業（旅行会社、広告・メディア、コンサルティング、IT 企業ほか） 
でのオフィスワークや、営業同行ほか

フィリピン
（マニラ） 2 週間 10 名

・ツーリズム関連の政策提言等を行う。マニラ随一の五つ星ホテルでのホテル業実務研
修も行う。

マレーシア
（クアラルンプール） 3 週間 6 名

・1 週間の英語研修の後、ホテルで約 2 週間のインターンシップを行う。

タイ
（バンコク） 3 週間 6 名 ・ツーリズムというテーマのもと、現地の観光庁や JTB の現地オフィスで実習を行う。

バンコク市内のホテルでのホテル業実務研修も行う。

タイ
（バンコク） 2 週間 8 名 ・顧客との資料準備　・物流センターの受発注業務のフォロー

・Bakery 工場での配送業務　・マーケティング業務のフォローほか

中国
（吉林省延辺自治区延吉
市）

10 日間 6 名
・IT サービス業の仕組みを知り、日本と中国との業務の進め方の違いを学ぶ。
・中国シンポー情報の社員や現地にある延辺大学の学生との交流により、習慣、思考、
価値観の違いを知る。
・中国、延吉での各視察を通じて、異文化を理解して見聞を広める。

ベトナム
（ホーチミン、ダラット、
ハノイ）

12 日間 10 名
ホーチミン：同志社大学・ホーチミン工科大学・中央大学学生でチームを構成し、“ 人
材採用課題 ” 解決に取り組む。
ハノイ：GA コンサルタンツでは、人材紹介企業インターン生として、企業訪問等を通し
てベトナムにおける「人材ビジネス」を学ぶ。
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え
、
あ
の
先
生
が

　
シ
リ
ー
ズ
㉗

　
　
　
　
　
　

経
済
学
部　

中
川　

康
弘

　

二
〇
一
七
年
四
月
に
着
任
し
二
年
目
が

過
ぎ
つ
つ
あ
る
中
川
康
弘
（
な
か
が
わ
や

す
ひ
ろ
）
と
申
し
ま
す
。
専
門
は
教
育
学

で
す
が
、
研
究
領
域
は
日
本
語
教
育
と
多

文
化
教
育
で
、
主
に
全
学
の
留
学
生
へ
の

日
本
語
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
国
内
で
は
専
任
と
し
て
神
田
外
語
大

学
、
大
阪
経
済
法
科
大
学
で
、
非
常
勤

と
し
て
電
気
通
信
大
学
で
教
え
、
海
外
で

は
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム

で
二
年
、
国
際
交
流
基
金
専
門
家
と
し
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
二
年
、
現
地
の
先
生

や
学
生
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
の
現
場
で
は
日
本
語
を
教
え
る
意
味

を
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
広
大
な
各
州

と
ト
ン
ガ
な
ど
大
洋
州
を
飛
び
回
り
、
多

文
化
国
家
に
お
け
る
言
語
教
育
の
在
り
方

も
考
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

中
大
に
は
学
部
と
選
科
の
留
学
生
が
い

ま
す
が
、
み
ん
な
中
大
生
で
あ
る
こ
と
に

誇
り
を
も
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。反
面
、

意
見
表
出
や
交
流
に
遠
慮
が
ち
な
者
も
い

る
の
で
、
日
本
語
教
育
を
通
じ
て
、
一
人

ひ
と
り
の
「
顔
」
を
際
立
た
せ
る
力
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

授
業
風
景
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
初

級
の
選
科
生
ク
ラ
ス
で
動
詞
「
な
る
」
を

教
え
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。「
な
る
」

は
教
科
書
で
変
化
動
詞
と
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
あ
る
カ
ナ
ダ
人
留
学
生
は
飲
食

店
で
「
牛
丼
に
な
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
戸

惑
っ
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ご

存
じ
の
通
り
、「
な
る
」
の
過
剰
使
用
は

「
ク
ッ
シ
ョ
ン
効
果
」
の
影
響
で
す
が
、

教
科
書
と
実
際
使
用
に
は
そ
の
よ
う
な
違

い
が
多
々
あ
り
ま
す
。
最
近
は
「
夜
ご
は

ん
」
な
ん
て
い
う
表
現
も
耳
に
し
ま
す
か

ら
、
日
本
語
教
師
に
は
言
語
規
範
に
固
執

せ
ず
、
実
際
場
面
へ
の
柔
軟
な
マ
イ
ン
ド

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
地
方
学
会
か
ら

戻
っ
た
翌
日
の
学
部
ク
ラ
ス
で
の
こ
と
で

す
。
授
業
始
め
の
機
材
の
準
備
中
、
み
ん

な
か
ら
「
お
土
産
は
？
」
と
冗
談
っ
ぽ
く

聞
か
れ
、
慌
た
だ
し
く
「
小
枝
」
と
黒
板

に
走
り
書
き
し
な
が
ら
伝
え
ま
し
た
。
ご

当
地
「
小
枝
」
を
買
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

み
ん
な
の
反
応
は
「
？
」。
な
ぜ
だ
と
思

い
ま
す
か
？　

そ
う
、
日
本
人
に
と
っ

て
「
小
枝
」
と
言
え
ば
、
あ
の
お
菓
子
で

す
が
、
留
学
生
は
文
字
通
り
「
小
枝
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
の
で
す
。
こ
こ
に
社
会
文

化
知
識
の
差
が
あ
り
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
が
求
め
ら
れ
て
久
し

い
で
す
が
、
私
は
留
学
生
に
は
ぜ
ひ
日
本

人
学
生
と
「
雑
談
」
が
で
き
る
ぐ
ら
い
の

日
本
語
力
も
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の

垣
根
を
越
え
る
ツ
ー
ル
に
な
る
と
思
う
か

ら
で
す
。
ま
た
目
標
は
言
語
文
化
知
識
の

獲
得
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

ろ
う
者
の
言
語
な
ど
、
こ
と
ば
と
権
力
に

係
る
ト
ピ
ッ
ク
を
基
に
し
た
自
作
教
材
を

使
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
ア
イ
ヌ
を
題
材

に
し
た
際
、
少
数
民
族
の
問
題
が
絡
む
ゆ

え
議
論
が
滞
る
時
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
単
一
の
文
化
観
を
越
え
た
複
眼
思
考
を

育
む
た
め
に
、
社
会
的
な
ト
ピ
ッ
ク
に
も

果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

次
年
度
か
ら
F
L
P
演
習
も
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
、
日
本
人
学
生
に

異
文
化
へ
の
関
心
や
日
本
語
使
用
を
振
り

返
る
学
び
を
提
供
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
日
本
語
教
育
を
通
じ
て
中
大
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
ま
い
進
す
る
所
存
で
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

編
集
後
記

　

本
会
に
長
く
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
山
本

さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
こ
の

会
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
十
六
年
ほ
ど

前
は
幹
事
長
を
さ
れ
て
い
て
、
山
本
さ
ん

が
経
営
さ
れ
て
い
た
稲
城
の
警
備
会
社
で

常
任
幹
事
会
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
後
は
フ
ァ

ミ
レ
ス
で
の
食
事
で
、
中
大
の
こ
と
、
中

国
の
こ
と
な
ど
熱
心
に
語
ら
れ
る
独
特
の

話
し
ぶ
り
が
今
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

あ
れ
か
ら
常
任
幹
事
の
メ
ン
バ
ー
は
か

な
り
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
方
の

思
い
を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
会

を
発
展
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
幹
事
長　

濱
岡　

剛
）


